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！「臨時福祉給付金」（簡素な給付措置）や「子育て世帯臨時特例給付金」の
“振り込め詐欺”“振り込め詐欺”“個人情報の詐取”“個人情報の詐取”“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。

子育て世帯臨時特例給付金 支給要件

臨 時 福 祉 給 付 金 支給要件

●支給対象者
　次のどちらの要件も満たす方が対象です。
　①平成26年１月分の児童手当・特例給付を受給
　②平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満　

●対 象 児 童
　支給対象者の平成26年1月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
　ただし、「臨時福祉給付金」の対象となる児童、生活保護の受給者と
　なっている児童などは除きます。

●支　給　額
　対象児童1人につき 10,000円。

加算対象者
・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者など
・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など

●支給対象者
　平成26年度分の住民税が課税されていない方が対象です。ただし、課税されている方
　に生活の面倒を見てもらっている方と、生活保護の受給者などは除きます。　

●支　給　額
　1人につき 10,000円。
　下記の《加算対象者》は1人につき 5,000円を加算。

臨時福祉給付金と
子育て世帯臨時特例給付金の
申請受付を7月1日から開始します

臨時福祉給付金と
子育て世帯臨時特例給付金の
申請受付を7月1日から開始します

平成26年4月からの消費税率の引上げに伴い、2つの給付金を支給します。

確認じゃ

確認じゃ
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給付金の受給には申請が必要です。平成26年1月1日時点で住民票があった市
町村から申請書を入手してください。　利尻町では平成26年7月1日より役場
保健福祉課福祉係及び役場仙法志支所に備え付けます。

2つの給付金の申請方法

対象者診断チャート

1 申 請 書
を 入 手

申請書に必要事項を漏れなく記入してください。　添付書類は次のとおりです。
○本人確認書類（運転免許証または保険証などのコピー）
○臨時福祉給付金加算確認書類（年金額改定通知書または年金証書などのコピー）
○振込先金融機関口座確認書類（預金通帳またはキャッシュカードのコピー）

2 申 請 書
を 記 入

利尻町役場保健福祉課福祉係または仙法志支所の窓口に直接提出または郵送
してください。上記の添付書類は持参いただければ窓口でコピーします。3 申 請 書

を 提 出

支給要件を確認し、申請者へ支給の決定・却下を通知します。支給が決定さ
れた方には申請書に記載された指定口座へ給付金が入金されます。

※当チャートはあくまで一般的な場合を想定しています。

基準日は平成26年1月1日になります。

●申請方法等に関するお問い合わせは
　利尻町役場 保健福祉課 福祉係　電話84－2345　IP電話84－0124

4 給付金を
受　　給

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

いいえ

いいえ

はい

はい

はい はいは
い

は
い

子育て世帯

臨時福祉

臨時福祉

対象では
ありません

対象では
ありません

生活保護を
受けていま
すか？

26年度分の
住民税は課税
されています
か？

26年度分の
住民税が課税
されている方
に生活の面倒
を見てもらっ
ていますか？

25年の所得
は児童手当の
制限額以上で
すか？

26年1月分の
児童手当等を
受給していま
すか？（中学生
以下の児童がいま
すか？）

子育て世帯臨
時特例給付金
の支給対象者
となる可能性
があります。

臨時福祉給付
金の支給対象
者となる可能
性があります。
(加算を含む
1万5千円)

臨時福祉給付
金の支給対象
者となる可能
性があります。
（1万円）

加算対象の基
礎年金・児童
扶養手当等を
受給していま
すか？



①利尻町役場保健福祉課
　保健指導係
②利尻富士町鴛泊字栄町
③DVD鑑賞
④町民の皆様の為に一所懸命頑張
　ります。

　はじめまして。本年度か
ら赴任しました、内科の加
藤励と申します。出身は宮
城県仙台市で、名寄、羽幌、
厚岸、釧路を経て、初めて
の利尻島での勤務となりま
した。１か月経過しました
が、たくさんの患者さんに
お会いでき、日々、新しい
発見があります。私からも
たくさん意見させて頂きま
すので、分からないことが
あれば遠慮なくお尋ねくだ
さい。今後とも宜しくお願
いします。

着任のご挨拶

伊 勢 璃里子　さん

加 藤 　 励　先生

①利尻島国保中央病院
　理学療法士
②福岡県
③登山、マラソン、今
　ならば山菜採り
④新たにリハビリ室が
　オープンします。よ
　ろしくお願いします。

もち まる み お

持 丸 未 生　さん

梅 原 剛 志　さん
①利尻町役場総務課
　定住移住推進係長
②函館市
③旅行、読書
④利尻町に住んで良かった、今
　後も住み続けたいと実感する
　ことができる、魅力ある町づ
　くりを目指します。

①勤務先
②出身地
③趣味
④抱負（一言）

よろしくお願いします！
～笑顔で一生懸命がんばります！～
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よ
～

新採用職員
紹　介

利尻島国保中央病院
紹介コーナー

　昭和30年生まれの58才。上川郡和寒町出
身。昭和49年4月、警察官拝命。平成26年4
月、札幌市内の西警察署から赴任。

稚内警察署 沓形駐在所 所長利尻島国保中央病院 内科医長

戸 津 孝 志 さん

駐在所だより駐在所だより

《経歴》

　来年２月２日の交通事故死ゼロ2000日達
成のための交通事故防止、更に高齢者を狙っ
た詐欺防止等に取り組み、島内の安全と安心
な地域作りに尽力したいです。

《着任のご挨拶》

木 村 　 嵐　さん
①利尻町役場総務課
　防災広報係・環境エネルギー係
②利尻町沓形字神居
③音楽鑑賞、体を動かすこと
④島のため、町民の皆さんのた
　めに精一杯尽力致します。よ
ろしくお願いします！

北海道より
派遣

とか とう れい

い せ り り こ き むら あらし うめ はら つよ し

つ たか し
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　　　　　　　　　　　　　　　　★出身地　沖縄県糸満市
　　　　　　　　　　　　　　　　★これまでの経歴
　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山理科大学で海水を使わない海水魚の養殖を研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　していました。

★活動内容
　栽培漁業推進員として、ウニ・ナマコの種苗生
　産などの業務を行っています。
★島の第一印象
　気温は寒いけど人はとても温かいと感じました。
★協力隊としての目標
　ウニ・ナマコの放流数を増やすことと、多くの人
　に利尻を知ってもらい観光客を増やしたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　★趣味、特技
　　　　　　　　　　　　　　　　　旅行・サッカー
　　　　　　　　　　　　　　　　★町民皆様へのメッセージ
　　　　　　　　　　　　　　　　　利尻でしか出来ない経験をしたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　積極的にイベントなどに参加して、皆様に「大城光平」
　　　　　　　　　　　　　　　　　を覚えてもらい、地域おこし協力隊として最大限の
　　　　　　　　　　　　　　　　　力を発揮できるように努力いたしますので、よろし
　　　　　　　　　　　　　　　　　くお願いいたします。

　地域産業の活性化や町・団体が取り組む地域活性化事業に従事する新たな人材を都市部
から受け入れる「地域おこし協力隊」制度。利尻町では、平成22年度からこの制度の活
用を始めました。今年度は４月から１名の協力隊員を採用しましたのでご紹介いたします。

氏名 さん

利尻町地域おこし協力隊（栽培漁業推進員）
おお しろ こう へい

大 城 光 平

地域おこし協力隊員を
紹介します！

地域おこし協力隊員を
紹介します！

～上司（栽培振興係長）から激励のメッセージ～
　暖かい沖縄県から、最北の利尻島へ来てくれたガッツに感謝します。大学で学んだ
知識と技術を生かし、これからの種苗生産業務に取り組んでほしいと思います。そして
将来的に利尻の人となるよう願っています。利尻の夏は気温差が大きく、沖縄の冬よ
り寒い日もありますので、体調管理に気を付けて頑張って下さい。

※利尻町では現在、以下の地域おこし協力隊員を募集中です。
　　利尻町地域おこし協力隊（地域づくり推進員）　1名
　　利尻町地域おこし協力隊（観光振興推進員）　1名　　計2名
　応募については、「都市部等から利尻町に住民票を移動する」などの決まりがあり
ますので、詳しくは役場総務課企画振興係までお問い合わせください。



◆
利
尻
町
ふ
る
さ
と
定
住
促
進

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案○
本
条
例
案
は
、
本
町
の
定
住

人
口
の
増
加
と
促
進
を
図
り
、

産
業
の
振
興
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
た
め
、
転
入
奨
励
金
制

度
の
見
直
し
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
行
制
度

で
は
、
世
帯
主
六
万
円
、
家
族

一
人
に
つ
き
二
万
円
と
な
っ
て

い
る
も
の
を
世
帯
の
人
数
に
関

係
な
く
、
単
身
世
帯
以
外
の
世

帯
に
対
し
、
一
〇
〇
万
円
を
支

給
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
寄
付
金
を
積
み

立
て
て
管
理
し
、
施
設
備
品
購

入
に
充
当
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
備
品

基
金
」
を
新
た
に
設
置
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

第1回町議会定例会は3月12日招集
され、条例の改正案、予算等を審議
し、いずれも原案のとおり可決しま
した。主なものは次のとおりです。

【
条
例
改
正
】

◆
利
尻
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
根
拠
法
令
で

あ
り
ま
す
地
方
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
公
的

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

る
住
民
税
の
仮
徴
収
分
の
税
額

の
平
準
化
を
図
る
こ
と
と
、
転

出
し
た
場
合
に
お
い
て
も
特
別

徴
収
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
改

正
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一

定
の
特
定
公
社
債
等
の
利
子
等

に
つ
い
て
、
納
税
義
務
者
が
申

告
を
し
た
場
合
に
は
、
所
得
割

の
課
税
対
象
と
す
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
の
本
税
法
の
改
正
に
よ
り

町
条
例
に
お
い
て
関
係
す
る
個

人
住
民
税
等
の
所
要
条
文
を
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
社
会
教
育
委
員
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案○
本
条
例
案
は
、
昨
年
六
月
に

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
「
社
会
教

育
法
」
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
法

律
で
定
め
て
い
た
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
基
準
が
削
除
さ
れ
、

当
該
委
嘱
に
関
し
て
は
文
部
科

学
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌

し
て
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
本
条
例
を
改
正
し
て
、
そ
の

委
嘱
基
準
を
定
め
た
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
宿
泊
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
消
費
税
法
及

び
地
方
消
費
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
税
率

が
五
％
か
ら
八
％
に
引
上
げ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
料
、
食

事
料
、
貸
室
料
、
施
設
利
用
料

を
消
費
税
の
引
き
上
げ
分
の
み

を
加
算
し
て
、
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
本
条

例
案
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

◆
利
尻
町
船
揚
場
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
案
は
、
消
費
税
法
及

び
地
方
消
費
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
税
率

が
五
％
か
ら
八
％
へ
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
船
揚

場
使
用
料
に
係
る
規
定
を
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
増
税
分

の
み
加
算
し
て
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
港
湾
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
案
は
、
消
費
税
法
及

び
地
方
消
費
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
税
率

が
五
％
か
ら
八
％
へ
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
入
港

船
舶
使
用
料
等
に
係
る
規
定
を

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
増

税
分
の
み
加
算
し
て
改
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

平成26年　　平成26年　　
第1回町議会定例会第1回町議会定例会
平成26年　　
第1回町議会定例会
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4,951万0,000円

2,024万7,000円

1,743万9,000円

△  50万8,000円

△  130万2,000円

299万3,000円

34億 361万3,000円

3億7,471万3,000円

2億6,853万0,000円

8,438万7,000円

1億6,750万9,000円

2億 267万1,000円

※△は減額です。

一般会計補正予算（第５号）

国民健康保険事業
特別会計補正予算（第３号）

簡　易　水　道
特別会計補正予算（第３号）
下 水 道 事 業
特別会計補正予算（第３号）
特別養護老人ホーム
特別会計補正予算（第３号）

介　護　保　険
特別会計補正予算（第３号）

補　正　額（増減） 予　算　総　額

【平成25年度補正予算】

◆
利
尻
町
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案○
本
条
例
案
は
、
消
費
税
法
及

び
地
方
消
費
税
法
の
改
正
に
よ

り
本
年
四
月
一
日
か
ら
税
率
が

五
％
か
ら
八
％
へ
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
水
道
使

用
料
・
水
道
手
数
料
及
び
水
道

メ
ー
タ
ー
使
用
料
に
か
か
る
規

定
を
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
増
税
分
の
み
加
算
し
て
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
公
共
下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
消
費
税
法
及

び
地
方
消
費
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
税
率

が
五
％
か
ら
八
％
へ
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
下
水

道
使
用
料
及
び
下
水
道
手
数
料

に
係
る
規
定
を
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
増
税
分
の
み
加
算

し
て
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

（
し
尿
収
集
車
）

契
約
者

札
幌
市
中
央
区

　
　
　
　
　

北
四
条
西
六
丁
目

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合

　
　
　

組
合
長　

田
岡　

克
介

　平成26年度の一般会計予算は、第１回町議会定例会において一般会計予算審査特別委員
会（委員長：松村栄悦）が設置され、これに付託、審査されました。
　同委員会の審査は、３月12日から13日までの実質２日間にわたり、慎重に審議され、
３月13日本会議において上程され一般会計他11会計が原案のとおり可決されました。

※詳細は広報りしり4月号をご覧ください。

平成26年度 一般会計他11会計予算は
  50億5,768万3千円で原案のとおり可決
平成26年度 一般会計他11会計予算は
  50億5,768万3千円で原案のとおり可決
平成26年度 一般会計他11会計予算は
  50億5,768万3千円で原案のとおり可決

第
1
回
臨
時
会

第
1
回
臨
時
会



吉
田
議
員　

昨
年
十
二
月
、
高

橋
知
事
の
記
者
会
見
で
、
津
波

に
備
え
、
急
傾
斜
地
が
あ
る
函

館
元
村
地
区
（
旧
椴
法
華
村
）

を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
治
山

事
業
に
合
わ
せ
避
難
路
の
整
備

を
進
め
て
い
く
と
の
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
、
高
台
の
な

い
地
区
も
含
め
、
今
後
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

冬
場
や
夏
場
の
防
災
避
難
路
の

維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の
か
町
長
に
お
伺
い

致
し
ま
す
。

保
野
町
長　

現
在
、
渡
島
総
合

振
興
局
で
は
、
新
年
度
に
函
館

市
椴
法
華
元
村
地
区
で
道
有
林

を
活
用
し
た
治
山
事
業
と
し
て

「
道
有
林
モ
デ
ル
津
波
避
難
林
、

避
難
路
検
討
事
業
」
を
進
め
て

い
る
よ
う
で
す
。
歩
道
や
階
段

案
内
板
等
を
整
備
し
、
津
波
発

生
時
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て

道
有
林
を
津
波
対
策
に
活
か
す

意
味
で
は
道
内
初
の
ケ
ー
ス
だ

と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
も
、
道
の
補
助
事
業
や

町
の
事
業
と
し
て
、
町
内
各
所

に
避
難
路
を
整
備
し
、
急
傾
斜

地
に
は
階
段
や
ロ
ー
プ
等
を
設

て
お
り
ま
す
。
沓
形
地
区
に
つ

い
て
は
、
除
雪
セ
ン
タ
ー
に
宿

泊
で
き
る
部
屋
は
用
意
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
除
雪
セ
ン
タ
ー
の
至
近
距
離

に
住
ん
で
い
る
た
め
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
チ
ー
フ
に
連
絡
を
し

て
除
雪
作
業
に
あ
た
る
と
い
う

の
が
今
の
実
態
で
あ
り
ま
す
。

　

夜
間
に
救
急
患
者
が
発
生
し

た
場
合
の
道
路
の
確
保
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
救

急
車
の
出
動
要
請
と
並
行
し
て

消
防
署
の
方
か
ら
道
路
管
理
者
、

担
当
課
の
方
に
連
絡
が
来
る
体

制
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
今
後
緊
急
時
を
想

定
し
、
道
路
管
理
者
に
も
連
絡

を
も
ら
う
よ
う
な
体
制
作
り
が

ま
ず
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
質
問
の
事
例
も
含

め
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

谷
議
員　

冬
期
間
、
幾
度
と
な

く
吹
雪
や
大
雪
に
み
ま
わ
れ
る

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
沓
形

地
区
町
道
の
救
急
車
の
誘
導
除

雪
の
た
め
に
、
吹
雪
や
大
雪
が

予
想
さ
れ
る
場
合
、
除
雪
セ
ン

タ
ー
に
当
直
を
配
置
す
る
考
え

は
な
い
か
、
町
長
の
見
解
を
お

伺
い
致
し
ま
す
。

保
野
町
長　

昨
今
の
異
常
気
象

は
爆
弾
低
気
圧
の
発
生
な
ど
で

激
し
い
吹
雪
に
な
り
、
道
路
を

通
行
止
め
に
せ
ざ
る
を
得
な
い

事
態
に
な
る
こ
と
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　

先
日
も
、
北
海
道
内
で
尊
い

命
を
失
う
吹
雪
に
よ
る
惨
事
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事

故
を
考
え
た
時
に
、
道
路
が
不

通
に
な
る
よ
う
な
吹
雪
の
際
の

救
急
車
の
ル
ー
ト
確
保
は
、
極

め
て
重
要
な
課
題
だ
と
認
識
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
現
在
の
除
雪
体
制
に

つ
い
て
で
す
が
、
夜
間
の
緊
急

時
に
お
い
て
、
仙
法
志
地
区
に

つ
い
て
は
、
通
行
止
め
が
予
想

さ
れ
る
場
合
、
緊
急
の
対
応
が

可
能
な
よ
う
に
沓
形
か
ら
二
人

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
、
仙
法
志

除
雪
セ
ン
タ
ー
に
宿
泊
を
さ
せ

QA QQAA
冬
期
間
、
吹
雪
や
大
雪
に
み
ま
わ
れ

る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
沓
形
地

区
町
道
の
救
急
車
の
誘
導
除
雪
の
た

め
に
、
除
雪
セ
ン
タ
ー
に
当
直
を
配

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

関
係
機
関
の
間
で
、
救
急
患
者
が

発
生
し
た
時
の
体
制
を
整
え
る
よ
う

に
早
急
に
動
き
、
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

8

QA QQAA
函
館
元
村
地
区
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
、

避
難
路
の
整
備
を
進
め
て
い
く
と
報

道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
町
に
お
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
冬
場
、
夏
場
の
防
災
避
難

路
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

避
難
ル
ー
ト
の
点
検
・
確
認
を
再
度

実
施
し
、
住
民
の
皆
様
や
学
識
経
験

者
か
ら
意
見
を
頂
き
、
防
災
・
減
災

の
た
め
の
対
策
を
す
す
め
て
い
き

た
い
。

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問
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置
す
る
等
簡
易
な
も
の
は
進
め

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本
島
は

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

海
岸
線
に
沿
っ
て
幹
線
道
路
が

あ
り
山
側
が
急
傾
斜
地
に
な
っ

て
い
る
地
域
が
多
く
、
高
齢
者

の
方
々
が
自
ら
急
傾
斜
地
を
駆

け
上
が
る
こ
と
は
、
現
実
的
に

か
な
り
厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
津
波
避
難
カ
プ
セ
ル
の
実
証

試
験
や
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
検

討
も
し
て
き
ま
し
た
が
、
安
全

性
や
財
政
面
の
問
題
が
直
面
し
、

具
体
的
に
進
め
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
の
が
現
実
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

冬
場
や
夏
場
の
避
難
路
の
管

理
は
、
自
助
及
び
共
助
の
考
え

を
地
域
の
皆
様
に
持
っ
て
頂
き
、

町
も
避
難
路
の
ル
ー
ト
の
点
検

や
再
確
認
を
実
施
し
、
夏
場
の

草
刈
り
の
回
数
を
増
や
し
た
り
、

除
雪
に
つ
い
て
は
、
除
雪
車
が

入
っ
て
い
く
事
が
可
能
な
道
路

に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
雪
時
に

限
定
さ
れ
ま
す
が
、
町
は
随
時

対
応
し
て
き
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
住
民
の
皆
様
や
学
識

経
験
者
か
ら
の
意
見
を
頂
き
、

国
や
道
の
財
政
支
援
も
求
め
な

が
ら
ソ
フ
ト
事
業
だ
け
に
限
ら

ず
ハ
ー
ド
事
業
も
合
わ
せ
て
最

大
限
の
防
災
と
減
災
の
た
め
の

対
策
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

●
井
上
円
了
が
感
じ
た
武
陵
桃
源

い
の
う
え
え
ん
り
ょ
う

ぶ 

り
ょ
う 

と
う 

げ
ん

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七

年
）
九
月
八
日
、
利
尻
島
に

渡
っ
て
巡
講
に
歩
い
た
東
洋

大
学
の
前
身
に
あ
た
る
哲
学

館
を
創
立
し
た
井
上
円
了
。

九
月
八
日
は
鬼
脇
の
利
尻
小

学
校
、
九
日
は
鴛
泊
の
劇
場
、

一
一
日
は
沓
形
の
大
泉
寺
、

一
三
日
は
仙
法
志
の
仙
法
志

小
学
校
で
講
演
し
て
い
る
。

　

井
上
円
了
は
島
巡
り
で
感

じ
た
島
の
様
子
を
書
き
残
し

た
。
鬼
脇
で
は
「
鬼
脇
と
聞

き
て
地
獄
の
隣
り
か
と
思
の

外
で
極
楽
の
里
」、「
利
尻
な

る
山
は
駿
河
の
富
士
よ
り
も
、

姿
形
ぞ
見
事
な
り
け
り
」
、

す
る
が

ら
っ
か
ん

ひ
の
と

と

き

ひ
つ
じ

非
人
境
恰
似
武
陵
源
上
関　

為
米
内
君
嘱
円
了
道
人
」
で

落
款
の
部
分
は
「
明
治
四
十

年
歳
在
丁
末
（
白
文
方
印
）

井
上
円
了
（
白
文
方
印
）、
文

学
博
士
（
朱
文
方
印
）
」
と

あ
る
。
米
内
君
と
は
鬼
脇
で

料
理
店
を
営
ん
で
い
た
米
内

勇
次
郎
で
あ
る
。

　

漢
文
を
読
む
と
「
波
う
ち

ぎ
わ
よ
り
利
尻
山
が
高
だ
か

と
そ
び
え
、
秋
晴
れ
の
今
日
、

そ
の
高
く
険
し
い
さ
ま
を
間

近
に
み
た
。
雲
の
姿
や
樹
木

の
色
さ
え
人
の
住
む
と
こ
ろ

と
も
思
わ
れ
ず
、
そ
れ
は
あ

た
か
も
武
陵
桃
源
の
理
想
郷

へ
の
関
所
の
よ
う
で
あ
っ
た
」

と
な
る
。
武
陵
桃
源
と
は
俗

世
間
か
ら
か
け
離
れ
た
平
和

な
別
天
地
、
理
想
郷
の
こ
と

で
あ
る
。
武
陵
と
は
中
国
湖

南
省
に
あ
る
地
名
で
、
桃
源

は
世
俗
を
離
れ
た
平
和
な
別

天
地
を
い
う
。
井
上
円
了
に

平
和
な
別
天
地
を
感
じ
さ
せ

た
利
尻
山
。
井
上
円
了
が
書

き
記
し
た
利
尻
桃
源
で
あ
る

た
め
の
島
・
山
の
大
切
さ
を

資
料
か
ら
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

鴛
泊
で
は
「
船
い
っ
ぱ
い
に

豊
漁
の
福
を
の
せ
て
帰
っ
て

く
る
」
、
沓
形
で
は
「
雨
の

色
も
晴
れ
の
光
も
と
も
に
す

ぐ
れ
て
」
い
る
、
仙
法
志
で

は
「
夕
日
の
沈
む
と
こ
ろ
の

空
は
え
が
た
い
よ
う
に
美
し

く
、
利
尻
山
の
南
に
は
ゆ
み

は
り
月
が
か
か
っ
て
い
る
」

と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
利
尻
島
を
巡

っ
て
感
動
し
た
思
い
を
書
き

記
し
た
も
の
が
博
物
館
に
ひ

と
つ
あ
る
。
そ
れ
は
鬼
脇
か

ら
見
た
利
尻
山
が
記
さ
れ
て

い
る
。
「
波
際
巍
然
利
尻
山

秋
晴
今
日
接
孱
顔
雲
容
樹
色

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう
町政の主人公は町民の皆さんです！

定例町議会は年4回
（3・6・9・12月）に開かれます。
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【問い合わせ先】北海道開発局　稚内開発建設部　道路計画課　☎0162－33－1146
　　　　　　　　　　宗谷シーニックバイウェイホームページ　http://www.saihoku.net/scenic/
　　　　　　　　　　シーニックバイウェイ北海道ホームページ　http://www.scenicbyway.jp/

　シーニックバイウェイとは、景観・シーン（Scene）の形容詞シーニック（Scenic）と、わき道・より
道を意味するバイウェイ（Byway）を組み合わせた言葉。地域と行政が連携し、景観や自然環境に配慮し、
地域の魅力を道でつなぎながら個性的な地域、美しい環境づくりを目指す施策です。

　宗谷ウェルカムロード
は、稚内市の生活を支え
ている主要幹線道路であ
り、基幹産業の「酪農」
「水産」「観光」を含め
たライフライン的な道路
です。また、サハリン州
では日本企業が参加する
石油・天然ガス開発プロ
ジェクトが進んでいます。
サハリンと交流するため
の道路としても重要な道
路になります。

【ルート沿いにある景観・観光資源の一例】

シーニックバイウェイ北海道

宗谷シーニックバイウェイの紹介
①宗谷ウェルカムロード

　宗谷周氷河ロードは、
他地域に類を見ない自然
が創りだした景観を持つ
ポイントです。
　『周氷河』とは、今か
ら一万年前の氷河時代の
末期にできたといわれる
広陵を示します。
　これらの広陵は日本離
れした光景であり、北海
道らしさ・『北海道』を物
語る、次の世代に大切に
引き継ぎたい財産として
北海道遺産に認定されま
した。
　日本最北端のこの地に
おいて、氷河時代の大自
然が創り上げた『北海道』
を満喫できるルートです。

②宗谷周氷河ロード

《稚内市  北防波堤ドーム》《稚内市  北防波堤ドーム》

《豊富町  宮の台展望台》《豊富町  宮の台展望台》

《宗谷周氷河地形》《宗谷周氷河地形》

《ルート内にある宗谷丘陵フットパス》《ルート内にある宗谷丘陵フットパス》

↑
宗谷周氷河ロード
↑
宗谷周氷河ロード
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　利尻町では、今年度より文化・経済・スポーツなどの各界において活躍し、本町に愛着
をもち、かつ本町の出身者または本町にゆかりのある方の中から、本人の同意を得て
「利尻町観光大使」を委嘱し、利尻町の魅力を全国に広く紹介してもらい、本町の観光
振興をはじめとした町の活性化に一役を担ってもらうこととしました。
　観光大使委嘱にあたり、候補となった方々からは快いご返答をいただき、４月に保野町長
・田尻副町長からそれぞれ委嘱状が渡されました。

委嘱された利尻町観光大使の方々
（委嘱期間H26.4.1～H29.3.31）

利尻町では、今年度より文化・経済・スポーツなどの各界において活躍し、本町に愛着

“利尻町観光大使”委嘱！“利尻町観光大使”委嘱！

　利尻町では「利尻町統計調査員登録要項」を制定して、国や北海道などが実施する
各種統計調査に従事していただける方（登録調査員）を随時募集しています。
　事前に統計調査の仕事を希望される方を登録し、統計調査が実施される際に、登録
者の中から統計調査員や指導員を選定して調査の仕事に従事していただく制度です。

　登録を希望される方は、利尻町役場総務課企画振興係までお問い合わせ下さい。
※利尻町ホームページでも詳しい内容や、申請書の様式などを掲載しています。

各種統計調査における
「登録調査員」を募集しています！！

たけだ　りょう さん
アートフラワー作家・押し花作家

三遊亭　好　楽 さん
落語家　笑点レギュラー

佐 々 木　　敦 さん
昭和レーベル印刷工業㈱代表取締役会長

ウルフルケイスケ さん
ミュージシャン　ウルフルズ（ギター）

鎌　田　愼　司 さん
札幌沓形会　世話人

りしりん
利尻町初のマスコットキャラクター　2011年誕生

木　保　國　雄 さん
札幌仙法志会会長

藤　井　政　敏 さん
利尻町仙法志出身者
㈱藤井建業 代表取締役

三　盃　　　潔 さん
東京仙法志会会長

吉　田　里　留 さん
利尻町札幌連絡事務所代表
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●受給対象者は…中学校を卒業するまでの子どもを養育している方となります。
　　　　　　児童手当の受給資格者は、子どもを監護し、かつ、生計を同じくする父又は母です。
　　　　　　父母に養育されていない子どもについては、子どもを監護し、かつ、生計を維持す
　　　　　　る方等が受給資格者となります。
　　　　　　※所得制限があります。
　　　　　　※公務員については、勤務先からお支払いすることとなります。
●手当額は…３歳未満の子ども…………………………………月額 15,000円　
　　　　　　３歳以上小学校修了前の子ども　第１・２子…月額 10,000円　
　　　　　　３歳以上小学校修了前の子ども　第３子………月額 15,000円　
　　　　　　中学生………………………………………………月額 10,000円　
　　　　　　特例給付（所得制限世帯）………………………月額 5,000円　
●支給月は…原則として　年3回（6月、10月、2月）に、それぞれ前月分までが支給されます。

●主な支給対象者は…離婚等により、ひとり親家庭で生活している児童（18歳到達後の最初の3
　　　　　　月31日までの間にある児童、心身に障害がある場合は20歳未満）を養育している父、
　　　　　　母または養育者に支給されます。
　　　　　　ただし、支給を受けるためには前年の所得が一定額未満でなければならず、その所
　　　　　　得額により「全部支給」「一部支給」「支給停止」のいずれかに決定されます。
　　　　　　※父子家庭の場合も支給対象となります。
　　　　　　※養育費を受けている場合は、その年額の8割相当分も所得に加算されます。
　　　　　　※児童が一定年齢に達すると資格は喪失しますが、父・母の再婚（内縁関係含む）
　　　　　　　により、その配偶者に養育される場合も資格は喪失します。（父・母が重度の障
　　　　　　　害にある場合を除く）
●手当額は…全部支給　月額 41,020円
　　　　　　一部支給　月額 所得に応じて月額 41,010円から 9,680円まで10円きざみの額
　　　　　　※児童が2人の場合は5,000円、3人目以降は1人につき3,000円が加算されます。
　　　　　　※資格発生から一定期間をむかえますと受給者の就労状況により手当額が減額され
　　　　　　　ることがあります。
●支給月は…原則として4月、8月、12月にそれぞれ前月分までが支給されます。

●主な支給対象者は…身体や精神に障害（この制度で定める１級、２級の障害の状態）のある20
　　　　　　歳未満の児童を養育している父母、または養育者に支給されます。ただし、前年の
　　　　　　所得が一定額以上の場合は、所得制限により支給されません。（支給停止）
●手当額は…対象児童１人に対し　1級で月額 49,900円
　　　　　　　　　　　　　　　　2級で月額 33,230円
●支給月は…原則として4月、8月、12月にそれぞれ前月分までが支給されます。

◎６月は　児童手当「現況届」を提出する月です。
　利尻町から児童手当を支給されている方は、提出の案内がありますので、早めに提出しましょう！
◎手当を受けるためには認定請求をしなければなりません。また、支給要件についても各家庭状況に
　より異なります。
　くわしくは、利尻町役場保健福祉課福祉係　☎84－2345　または、IP電話 84－0124までお問合
せください。

特別児童扶養手当

児童扶養手当

児 童 手 当

「児童手当」「児童扶養手当」「特別児童扶養手当」
についてご案内いたします！
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保険証が新しくなります

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険証（被保険者証）の一斉更新について～

●新たに発行をご希望の方はご連絡ください

医療費通知の発行を希望される方へ
　被保険者の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただくために、医療費を半年ごとにまとめ、発
行をご希望の方を対象に医療費通知を送付しています。
　なお、次回の発行は、9月（平成26年1月～6月の医療費を対象）に行います。

　新たに発行をご希望の方は、お手数ですが、北海道後期高齢者医療広域連合または利尻町役場保健福
祉課保健係へご連絡ください（電話でのご連絡だけで手続きできます）。

●新しい保険証の有効期限は、平成27年7月31日までです。
●紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、利尻町役場
　保健福祉課保健係までお申し出ください。

新しい保険証の色は黄緑色です新しい保険証の色は黄緑色です

減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります
　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成26年7月31日をもって満了となるため、8月以降は使用で
きなくなります。有効期限は保険証と同じく1年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は7月中に減額認定証を交付しますので、8月1日からはお持ちの水
色の減額認定証を破棄し、黄色のものをご使用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認
の上、利尻町役場保健福祉課保健係へ申請してください。

新しい減額認定証は黄色です新しい減額認定証は黄色です

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

●すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方には、継続して発行しますので、再度のご連絡は
　必要ありません。
●この通知を受け取られたことにより、申請などの手続きをされる必要はありません。
※この通知を確定申告などの「医療費控除」の領収書の代わりとすることはできません。

区分Ⅰ

区分Ⅱ •世帯全員が住民税非課税である方

•世帯全員の所得が0円の方
　（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）
•老齢福祉年金を受給されている方

世帯全員が住民税非課税である方のうち、
次のいずれかに該当する方

　現在ご使用の保険証の有効期限が平成26年7月31日をもって満了
となるため、8月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、
お持ちのピンク色の保険証を破棄し、黄緑色のものをご使用くださ
い。

●お問い合わせ先
•北海道後期高齢者医療広域連合
　〒060－0062　札幌市中央区南2条西14丁目国保会館6階　☎011－290－5601
•利尻町役場　保健福祉課保健係　☎84－2345
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　今年も「利尻のここが好き！」「ここが自慢！」そういった
とっておきの風景で2015年版の島自慢カレンダーを作ります。
　みなさんのとっておきの風景写真（画像）を募集しますので
お気に入りの利尻の風景を自慢してください。完成したカレン
ダーは町内各家庭に１部配布しますので、自宅に飾ってくださ
い。また、利尻を遠くはなれて暮らすたくさんの知人・友人に
贈りたいとの声がありましたので、希望者には販売も予定して
います。（※部数に限りがありますので、無くなり次第終了となります。）

《募　集　要　領》
◎募集写真
　◆作　　品　　利尻島内で最近撮影した風景（対岸の礼文島やサロベツ原野などから利尻島を撮
　　　　　　　　影したものも含む）で、１月から12月のテーマにそれぞれ該当する写真とします。
　◆期　　間　　平成26年9月30日まで募集します。
　◆形　　式　　応募写真はJPEG形式で2MB以上に保存したデータで提出してください。
◎応募方法　　　応募用紙は、役場又は仙法志支所窓口及び利尻町ホームページからのダウンロー
　　　　　　　　ドにより取得し、応募写真とともに提出してください。
　　　　　　　　ただし応募者1名につき、1テーマ月1枚（最大12枚）までとします。
◎採用決定　　　応募多数によりテーマ月が重複した場合等は、よりふさわしい写真を採用させて
　　　　　　　　いただきます。また、採用結果は11月初旬までに通知します。
◎応 募 先　　　利尻町総務課企画振興係
　　　　　　　　　〒097－0401　利尻郡利尻町沓形字緑町14－1
　　　　　　　　　☎0163－84－2345
　　　　　　　　　E-mail　kikaku@town.rishiri.hokkaido.jp
◎そ の 他　　　◆応募は利尻島在住者及び利尻島に縁のある方に限らせていただきます。
　　　　　　　　◆被写体に人物が写っている場合の肖像権は、応募者の責任において承諾を得ら
　　　　　　　　　れたものに限ります。
　　　　　　　　◆応募作品は返却しませんので、ご了承下さい。
　　　　　　　　◆採用を決定した作品及び応募作品の版権は、主催者に属します。
　　　　　　　　　※利尻島の様々なPRに活用させていただきます。
　　　　　　　　◆カレンダーには撮影者の氏名が記載されます。
　　　　　　　　◆応募者には完成したカレンダーを贈呈します。

～地域みんなで利尻自慢！！～地域 利地域 利

今年もみなさんの写真で
2015年版のカレンダー
を作りましょう!！

今年もみなさんの写真で
2015年版のカレンダー
を作りましょう!！

　カレンダーに採用される写真の選考は、町職員の中ら選考委員を選出して選考されています。
　今回で５回目になる島自慢カレンダーの作成ですが、過去４回の選考に当たっては、
次のような意見がありましたので、応募の際は参考にして下さい。
　•利尻らいしい対象物の背景に利尻山があると、良い。
　•「ダイナミックな利尻山」の写真は、良い。
　•利尻らしい生活を表せると、良い。
　•花の写真を採用したいが、「花だけ」では「利尻らしさ」が乏しい。
　•海の写真で利尻らしさを表せると、良い。　
　•肖像権の問題はあるが、「人の動きがある写真」は、良い。
　•夜の写真は難しいが、とても良い。

◎一口メモ　～採用されやすい写真～
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　平成26年度～平成28年度までを任期として新たに保健推進員さんが委嘱されました。こ
れから地域の皆さんの相談役として、自治会の健康づくりのリーダーとして活躍していただ
きます。どうぞよろしくお願いします。

（敬称略）

新しく委嘱されました
保健推進員さんをご紹介します

自 治 会
蘭　　　泊
神 居 第 １
神 居 第 ２
泉 町 第 １
泉 町 第 ３
泉 町 第 ４
本 町 第 １
本 町 第 ２
富 士 見 町
港　　　町
日 出 町 １
日 出 町 ２
日 出 町 ２
緑 町 第 １
緑 町 第 ２
種 富 町 １
種　富　町
新 湊 第 １
新 湊 第 ２
新 湊 第 ２
栄　　　浜

推 進 員 名
菅　原　淑　子
松　原　仁　美
伊　東　和　子
浜　岸　真由美
宮　道　眞由美
神　田　ユキ子
鎌　田　七　重
菊　池　尚　美
伊　藤　春　恵
吉　安　美　和
片　瀬　悦　子
長　内　陽　子
佐々木　圭　子
石　川　奈保美
平　沼　千津子
辰　巳　里　美
村　谷　るみ子
関　　　キ　ノ
新　浜　澄　子
神　田　ひろ子
神　谷　貴　子

自 治 会
久　　　連
長　　　浜
神　　　磯
政　　　泊
本 町 第 １
本 町 第 ２
元　　　村
御　　　崎

推 進 員 名
加　藤　弘　美
牧　野　久美子
山　本　信　子
石　橋　昭　代
太　田　千　春
小　中　真知子
上　木　京　子
浜　田　美千代

　『うちの自治会ならこんな活動ができ
そう！』『自治会の一人暮らしの方にも
声をかけて支えていきたい！』など、地
域でどのように活動するか活発な意見交
換がされました。
　健康づくりに関すること、介護予防に
関すること、心配なことは自治会の保健
推進員さんにお声かけください。役場の
保健師・管理栄養士、地域包括支援セン
ターの保健師・相談員につないでいただ
けます。
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平成26年4月1日　

北海道
グリーンニューディール基金を活用
　平成25年度　北海道再生可能エネル
　ギー等導入推進事業
　（公共施設再生可能エネルギー等導
　入事業）
　利尻町総合体育館再生可能エネルギ
　ー設備等導入事業

　利尻町は、町民の大半は海抜10ｍ
以下の海岸沿いに住居を構えています。
　このため、地震による津波被害が発
生した場合は、町民の大半を避難所に
収容しなければならないことが想定さ
れます。町内の中で標高30メートル
の高台にある利尻町総合体育館を収容
避難所としているが、非常用発電設備
が整っておらず、災害等による大規模
な町内停電が発生した場合の電源確保
が課題となっていました。

利尻町総合体育館「夢交流館」
（災害時収容避難所）に再生可能エネルギー
（太陽光・風力）を活用した自立・分散型
エネルギーシステムが導入されました！

事　業　内　容

事 　 業 　 名

供 用 開 始 日
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　これらの課題を解決するため、災害時に必要な最低限の電源確保と公共施設の省エネ促進
を図るため、利尻町総合体育館における再生可能エネルギーを活用した自立・分散型エネル
ギーシステムの導入を行いました。　
　
　•太陽光　15kw
　•風　力　1kw×4基
　•蓄電池　110kw
　•高所LED照明　6台　255w

　災害等により北海道電力からの電力供給が遮断された際に、利尻町総合体育館「夢交流館」
において最低限必要と想定する照明、暖房用器具、各種電子機器等の機能を、再生可能エネ
ルギー設備と蓄電池により、最低３日は維持することが可能となり、災害時における収容避
難所としての機能強化を図ることができるようになりました。
　また、平時においては、再生可能エネルギ―設備により発電した電力を使用することに
より、CO2の削減を図り、地球温暖化防止対策の一助となっております。

　•再生可能エネルギー設備導入による発電量（想定）
　　太陽光発電  15kw：14,658kwh／年
　　小型風力発電 4kw： 2,467kwh／年

　•年間CO2削減量（想定）
　　太陽光発電  15kw：10,084.7kg／年
　　小型風力発電 4kw： 1,697.3kg／年
　　　　　　　　　　 合計11,782kg／年

事　業　効　果
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消費者

①業者間の取引等の記録の作成・保
　存が平成22年10月1日から、
②産地情報の伝達が平成23年7月1
　日から、義務付けられています。

米トレーサビリティ制度が
 始まっています
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所得税及び復興特別所得税の予定納税
（第1期分）の納税をお忘れなく

（注）土・日・祝日は、金融機関及び税務署の窓口での納付はできませんので、ご注意ください。

●予定納税とは
　前年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告等に基づき計算した予定納税基準額が15万円
以上である場合に、原則、その1／3相当額をそれぞれ7月（第1期分）と11月（第2期分）に納め
ていただくことになっています。
（注）平成26年分の予定納税基準額については、復興特別所得税の額（所得税額2.1％）を含め
　　て計算されます。

●納税する額
　予定納税が必要な方には、６月中旬に所轄税務署から「予定納税額の通知書」が送付されます。
この通知書に記載された第1期分の金額が納税する額です。
　予定納税額及びその計算の詳細は、「予定納税額の通知書」に記載されています。

●予定納税の減額申請
　廃業や業況不振、災害などの理由により、平成26年6月30日（月）の現況で、平成26年分「申
告納税見積額（年間所得や所得控除などを見積もって計算した税額）」が、所轄税務署から通知
されている「予定納税基準額」よりも少なくなると見込まれる場合は、予定納税の減額申請をす
ることができます（「平成26年所得税及び復興特別所得税の予定納税額の7月減額申請書」は、国
税庁ホームページに掲載しています。また、税務署にも用意してあります。）。
（注）平成26年分の申告納税見積額については、復興特別所得税の額（所得税額の2.1％）を含
　　めて計算します。
　第1期分の予定納税の減額申請をする場合は、平成26年7月15日（火）までに上記減額申請書を
所轄税務署に提出してください。所轄税務署は、その申請について承認、一部承認又は却下のい
ずれかを決定し、その結果を書面でお知らせします。

●予定納税額の納付
　・振替納税を利用している方
　　納期限（平成26年7月31日（木））に指定の金融機関の口座から自動的に納付されます。納期
　　限前日までに口座の残高をご確認ください。

　・その他の方
　　納期限までに金融機関又は所轄税務署の窓口で納付してください。
　　第1期分の納付税額が30万円以下の場合には、送付したバーコード付納付書を使用して、コ
　　ンビニエンスストアで納付することができます。
　　また、インターネットを利用して電子納付をご利用いただけます。電子納税をご利用いただ
　　く場合の手続については、e-Taxホームページ（www.e-tax,nta.go.jp）でご確認ください。

　※納付には便利な振替納税をご利用ください。

所得税及び復興特別所得税の予定納税（第1期分）
《納付期間　平成26年7月1日～7月31日》
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平成26年度 税務職員採用試験募集要項

気象台一口メモ 「初夏の登山やレジャーを楽しむために」
　６月になると本州では「梅雨」の季節となりぐずづいた天気が続くようになります。また、北海道
や東北では冷たい湿った風「やませ」が吹き低温が続くこともあります。北海道では、はっきりとし
た「梅雨」の現象はないとされていますが、一時的に北海道にも前線が停滞し雨が降る（いわゆる「え
ぞ梅雨」）ことがあり、まったく「梅雨」とは無関係ではありません。前線が通過する際に雷雨を伴
うこともあり、天気の急変には注意が必要です。
　天候が変わりやすい季節での、登山やレジャーなどを安全に楽しむために、天気を事前に調べるよ
うにしてください。
　常に最新の気象情報を利用することが大切です。テレビやラジオのほかインターネットや携帯端末
でも情報を入手することができます。

インターネットや携帯端末での気象情報の入手先
●気象庁ホームページ
　気象庁のホームページでは、警報・注意報、天気予報の他、地上・高層天気図、気象衛星、アメダ
ス、ウインドプロファイラ（上空の風）等の様々な気象情報を確認することができます。
　http://www.jma.go.jp/（気象庁ホームページアドレス）
　http://www.jma-ne.go.jp/wakkanai/（稚内地方気象台ホームページ）

●国土交通省防災情報提供センターホームページ
　国土交通省防災情報提供センターホームページでは、河川、道路、気象等の各種情報を見ることが
できます。
　http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/（ＰＣ版）
　http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html（携帯端末向け）

　週間予報などを参考にして安全に重点を置いた計画を立てることが危険から身を守ることに繋がり
ます。

●稚内地方気象台ホームページアドレス　http://www.jam-net.go.jp/wakkanai/
●問い合わせ先　稚内地方気象台　防災業務係長　☎0162－23－2679

　札幌国税局では、税務職員を募集しています。
　税務職員は、人事院が実施する国家公務員税務職員採用試験の最終合格者の中から採用されます。
　平成26年度の採用試験の概要は、次のとおりです。

１．試験の程度　高校卒業程度
２．受験資格　高卒見込みの者及び高卒後3年を経過していない者
３．申込受付期間
　①インターネット　6月23日（月）～7月2日（水）
　　　　　　　　　　申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　②郵送又は持参　　6月23日（月）～6月26日（木）（通信日付印有効）
　（注）申込先は、第１次試験地を管轄する人事院地方事務局であり、第１次試験地を道内とする場
　　　合は、人事院北海道事務局（〒060－0042　札幌市中央区大通西12丁目　☎011－241－1248）
　　　です。
４．第1次試験【基礎能力試験、適性試験及び作文試験】　9月7日（日）
５．第1次試験合格者発表日　10月9日（木）
６．第2次試験【人物試験及び身体検査】　10月16日（木）～10月24日（金）までのうち指定する1日
７．最終合格者発表日　11月18日（火）

　不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当（☎011－231－5011　内線2315）又は稚内税務署
（総務課）にお尋ねください。
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　自動車税の納期内納税は、道が取り組んでいる様々な施策を進める上で欠くことのできないも
のです。皆様には、納期内納税にご理解いただ
き、納期限までに納税いただきますようお願い
申し上げます。

●納期限までに納税されない場合は、年9.2％※1（納期限の翌日から1ヶ月を経過する日までの
　期間は年2.9％※2）の割合で延滞金がかかります。
（※１）納期限の翌日から1ヶ月を経過する日までの期間は、前年の12月15日までに財務大臣が
　　　告示する割合＋1％の割合が7.3％に満たないときは、その割合に1％を加算した割合を適
　　　用します。
（※２）納期限の翌日から1ヶ月を経過した日以後は、前年の12月15日までに財務大臣が告示す
　　　る割合＋1％の割合が7.3％に満たないときは、その割合に7.3％を加算した割合を適用し
　　　ます。
　　　（平成25年12月15日までに財務大臣が告示した割合は0.9％です。）

●自動車税は次の場所で納税できます。
　•道内の金融機関、郵便局
　•お近くの総合振興局（振興局）又は道税事務所
　•コンビニエンスストア（下記及びＭＭＫ設置店）

【問い合わせ先】　北海道宗谷総合振興局　地域政策部　税務課納税係
　　　　　　　　　〒097－8558　稚内市末広4丁目2－27　☎0162－33－2520（直通）

サンクス
スパー

（道内の店舗のみ） ファミリーマート ローソン
セブン-イレブン

セイコーマート
（五十音順）

忘れていませんか？ 自動車税
まだ納税がお済みでない方は、最寄りの金融機関等で納めてください。

〈参考〉平成25年度自動車税納期内納税率
北海道　70.75％

平成26年度 自動車税の納税のお知らせ

自衛隊採用試験案内

◆お問い合わせ先：自衛隊稚内地域事務所　☎0162－23－2721

平成27年３・４月採用の自衛官などの採用試験を行います。

※給与等は平成25年４月現在

種目（受験年齢）

自衛官候補生
（男子）

〔18才～27才未満〕

その他採用試験種目

３ヵ月後自衛官へ任官。一生涯の
仕事として勤務又は、民間就職希
望者は一定期間の勤務で様々な就
職掩護施策等を受けます。

採用種目の概要 試　験　日

9月下旬 随　　時

一般曹候補生
〔18才～27才未満〕

部隊勤務を通じて、その主として
活躍する隊員を育成。
※初任給 159,500円以上
※賞与年2回

1次試験
9月19日 8月1日～

9月9日

航空学生
〔18才～21才未満〕

航空機のパイロットなどへ。部隊
配置後航空手当60％以上
※初任給 159,500円以上
※賞与年2回

1次試験
9月23日

8月1日～
9月9日

高等工科学校生徒
（一般）

〔15才～17才未満〕

中学校卒業者（見込含む）の男子
が対象。約３年間は、防衛省職員
（非自衛官）となり３学年終了時
に自衛官に任官します。
看護学生・防衛大学校学生・高等工科学校生徒（推薦）他

1次試験
平成27年1月24日

11月1日～
H27年1月9日

受　　付
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　平成21年5月21日のスタートから、5年が経った『裁判員制度』。平成25年12月まで
に6,060人の被告人に判決が言い渡されました。今回は、これまでの裁判員裁判の実施
状況をお知らせいたします。

　平成25年12月までに選任された裁判員の数は
34,896人、補充裁判員の数は11,929人でした。

　裁判員制度ウェブサイト（http://www.saibanin.courts.go.jp/）では、裁判員裁
判実施状況の検証報告書などにより、裁判員制度の実施状況等が説明されているほか、
裁判員を経験された方々へのアンケートの結果、裁判員を経験された方々の声、裁判員
制度の運用状況に関する統計データがさらにくわしく掲載されています。是非そちらも
ご覧ください。

どれくらいの人数が選ばれたの？

裁判員裁判の実施状況裁判員裁判の実施状況

　平成25年12月までに判決が言い渡された裁
判員裁判の対象となった事件の多くが４日前後
で終了しています。

注） 四捨五入により合計100％にならない

何日くらい参加するの？

参加した感想は？

3日
19.7％

4日
30.3％

やりたくない
51.4％

裁判員を
経験して…

裁判員に選ばれる前

よい経験と感じた
95.3％

5日
19.0％

6日以上
30.3％

2日
0.8％

普段経験できない
貴重な体験だった。

社会のことを考える
きっかけになった。

裁判や裁判所が身近に
考えられるようになった。
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愛
あい

どるどるの どるどるの どる家家家わがわがわがわがわが の

　利尻島国保中央病院リハビリテーション科では、様々な病気にともなう各種の障害に対し
て機能や能力の改善を目標にリハビリ治療を行います。対象となる病気は、主に骨・関節の
病気、手足の外傷、関節リウマチ、脳梗塞などの脳血管障害などです。理学療法士（２名）
がリハビリ治療にあたります。リハビリ治療に当たっては、必ず医師の診断が必要となり
ます。詳しくは主治医又は問い合わせ窓口までご相談ください。
　同時に、入院患者さまへのリハビリテーションも実施しています。

　リハビリテーション科は、予約制となっております。詳しくは電話にてお問い合わせ下さい。

　　■診 療 日：毎週月～金曜日
　　■受付時間：13：00～16：30
　　■問い合わせ・予約窓口：利尻島国保中央病院リハビリテーション科　☎84－2626

平成26年7月1日（火）より
リハビリテーション科外来を開設致します

平成26年7月1日（火）より
リハビリテーション科外来を開設致します
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仙法志神社祭典で境内に集まる　昭和39年（1964年）6月20日
前列右から駒井豊、竹内敏明、上木守夫、常磐井武頼、亀谷幸雄、佐孝和美、加藤正行、中野博、

後列右から白天狗木本崇、、名前解らず、板坂勇司、武藤和夫、菊地良晴、
松枝正敏、亀谷伸一、加藤保孝、赤天狗古谷康夫、笹原憲生
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街
を
ひ
と
歩
き

街
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歩
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ち
の
話
題
に
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ン
！

5月29日5月5月 日
メディカルミュージアムメディカルミュージアム

5月31日5月35月3 日
花いっぱい運動花いっぱい運動

6月1日6月6月 日
悠遊覧人G悠遊覧人G

5月22日5月5月 日
めざせ100キロカロリーダウンめざせ100キロカロリーダウン

5月17日5月 75月 7日
仙法志保育所交通安全仙法志保育所交通安全

4月25日月月 日
ウルフル
ケイスケ
ライブ

ウルフル
ケイスケ
ライブ

5月10日5月 05月 0日
沓形保育所交通安全沓形保育所交通安全

5月11日消防演習消防演習
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出動件数　火災0件　救急55件 （平成26年5月31日現在）

少年消防クラブ防火夜回り

消防だより消防だより消防だより NO.388 

「消すまでは　心の警報　ONのまま」消 警報 」

林野火災注意！！林野火災注意！！
　これからの季節は、空気が乾燥し、火災の発生しやすい日が続きます。山に入り、山菜
採りなどに向かう人も居ると思いますが、入林した際は、タバコなど火の取り扱いには十
分に注意しましょう。

　4月28日に少年消防クラブ員22名が
参加し、防火夜回りを実施しました。ク
ラブ員が拍子木を叩きながら町内を巡回
して町民皆様への火の用心を呼びかけま
した。

火災予防運動車両パレード

　春の火災予防運動に伴って車両パレー
ドを実施しました。消防署４台、消防団
７台の車両が縦列で町内を行進し、防火
意識の普及啓発を図りました。

　利尻礼文消防本部に機動連絡車が配置されま
した。この車両は総務省消防庁より無償貸与さ
れたもので、離島モデルケースの先駆けとして
同本部に配置されました。排気量4600ccのV8
エンジンを搭載した車両で、デジタル無線、携
帯無線機、簡易GPS端末、サーチライト、衛
星携帯電話などの災害時に力を発揮する装備が
充実。災害時等にはこの機動連絡車を有効に活
用したいと思います。

消防本部に新車両配置！！
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【利尻町社会福祉協議会】【利尻町社会福祉協議会】

　この度、次の方 か々ら愛情銀行に金　この度、次の方 か々ら愛情銀行に金
一封が預託されましたので、紙上を借り一封が預託されましたので、紙上を借り
てお礼申し上げます。てお礼申し上げます。

●沓形字本町　河合紀子様から、
　弟　河合達郎様の香典返しを
　廃して

●沓形字泉町　佐藤万里子様
　から、夫　佐藤範晴様の香典
　返しを廃して

●沓形字緑町　柳谷良子様から、
　夫　柳谷忠男様の香典返しを
　廃して

●沓形字種富町　小玉　幸子様
　から、夫　小玉好己様の香典
　返しを廃して

●仙法志字政泊　中谷ミドリ様
　から、義姉　中谷きみ江様の
　香典返しを廃して

●沓形字富士見町　辻　順子様
　から、夫　辻　市夫様の香典
　返しを廃して

● ご厚情に
　  感謝申し上げます ●ぴいぷる

（戸籍の動き） 2014.5月31日現在

この広報紙は道産間伐
材を使用しています。

4月18日　（沓）本町　河 合 達 郎 さん（65歳）
4月20日　緑　　町　斉 藤 清 子 さん（84歳）
4月26日　泉　　町　佐 藤 範 晴 さん（87歳）
4月28日　緑　　町　柳 谷 忠 男 さん（81歳）
5月3日　種 富 町　小 玉 好 己 さん（84歳）
5月19日　政　　泊　中 谷 きみ江 さん（97歳）
5月21日　富士見町　辻 　 市 夫さん（89歳）

おくやみもうしあげますくやみもうしあげます

● よせられた善意 ●

ご厚志に対し厚くお礼申し上げますご厚志に対し厚くお礼申し上げます

【指定寄附】【指定寄附】
　◆利尻島ロータリークラブ
　　　会長　藤井　信幸　様より

　　利尻町交流促進施設郷土資料室
　　図書一式　
　　拡大鏡　　1台
　　電子辞書　2台
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